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はじめに

近　藤　洋　輝＊・鬼　頭　昭　雄＊・北　畠　尚　子＊

　近年，来世紀に向けての気候変化予測の研究が，全

球規模だけでなく地域規模に関しても進展しており，

日本気象学会でも議論が活発に行われている．また，

予測から想定される環境や社会への影響，あるいは対

応策などの研究も，気象学会の外ではあるが活発に行

われている．これらの成果は，国際的枠組みである「気

候変動に関する政府間パネル（IPCC）」に貢献してい

る．このシンポジウムでは，20世紀最後の年にあたっ

て「21世紀の気候変化」をテーマとして取り上げ，各

分野の研究の現状報告に基づき学際的な討論を行い，

またIPCCの果たす学術的意義を考察する機会とする

ことを期待した．

　今回のシンポジウムでは，講演としては次の5つを

とりあげた．

1．学際的観点から見たIPCCの経緯と現状

　　近藤洋輝（気象研究所気候研究部）

　はじめに，このシンポジウムの司会でもある近藤か

ら，シンポジウムの趣旨と，背景としてIPCCに関する

全体説明を行った．

2．気候変化予測のための排出シナリオ

　講演者として当初は森田恒幸氏（国立環境研究所

社会環境システム部）にお願いしていたが，都合によ

り増井利彦氏（国立環境研究所地球環境研究グループ）

が当日の講演を行った．講演内容は，気候変化予測の

前提となる温室効果ガスや硫黄酸化物等の排出シナリ

オについて，IPCC第3作業部会に関わっている立場

からの説明である．
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3．地球温暖化に伴う全球的な気候変化予測

　　野田彰（気象研究所気候研究部）

　二酸化炭素排出シナリオに基づく全球気候変化予測

について，国内外のモデルによる予測結果や今後の展

望に関する説明を行った．この講演と次の佐藤氏の講

演は，地球温暖化の科学的評価に関するという点で，

IPCC第1作業部会に関わるものである．

4．地球温暖化に伴う日本域の気候変化予測

　　佐藤康雄（気象研究所環境・応用気象研究部）

　地球温暖化に関しては，全球予測だけでなく，地域

の気候変化予測を行いその地域への影響を評価する必

要がある．この講演では，全球予測を受けて行われる

日本域，あるいは東アジア域の気候変化予測について，

気象研究所，国立環境研究所，及び電力中央研究所に

よる予測の説明を行った．

5．地球温暖化のアジア弛域への影響

　　原沢英夫（国立環境研究所社会環境システム部）

　地球温暖化のアジア域に対する影響の評価につい

て，IPCC第2作業部会（影響研究）に関わっている立

場から説明を行った．

　各講演で発表された内容は，2001年までにとりまと

めが予定されているIPCC第3次評価報告書（TAR）

（鬼頭・中島，1998も参照）に向けて研究が進められて

いるホットな内容である．また，今回の講演者のうち，

国立環境研究所の方々は，気象学会員ではないが，今

回のシンポジウムで学際的な議論を行うために特に講

演をお願いしたものである．これらの方々に話題提供

していただき，また気象学会員の議論に加わっていた

だくことによって，有意義な時間を持つことができた

と考えている．これを1つの契機として，さらにさま

ざまな分野との交流が行われ，気象学会員の活躍の場

が広がることを期待したい．
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1．学際的観点から見たIPCCの経緯と現状

近　藤　洋　輝＊

　1．はじめに
　今世紀において，気候に関する研究は，博物学的，

統計学的アプローチから，解析的，機構解明的アプロー

チに移り，さらに力学的予測が論じられるようになっ

た．この変化をもたらす発端となったのは，電子計算

機が発明以来めざましい発達を遂げたことや，スケー
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ルアナリシスに始まる数値予報理論が発展したことな

どにより，初めは北半球規模で，後には全球的規模で，

数日先の大気運動の力学的予測を可能にする大気モデ

ルが開発・高度化されたことである．やがて予測時間

も1週間程度を目指すようになるとともに，大気大循

環の数値実験により，大気の平均状態の再現が可能に

なり，海洋モデルとの結合により，長期の気候変化の

予測が試みられるようになった．

　一方，地球観測年（IGY，1957～58年）以来，南極や

4 “天気”47．10．


